
ラ イ フ ステージと 女性ホルモンの影響で働く 世代から の

取り 組みが重要な女性の健康課題。 女性が生涯、 人間と

し て健康管理でき るこ と 、 女性の自己決定権など「 女性

の基本的人権」 と し て取り 組みまし ょ う 。

　 民医連職員の約７ 割は女性職員です。 そし て女性でも 医師、 看護・ 介護などの職種には夜勤を

含む交替制勤務者が多く います。 女性特有の健康課題に取り 組むこ と は、 男女と も に働き やすい

職場づく り につながり ます。 それには、 まず男性も 女性も 「 知るこ と 」 から スタ ート です。

「 女性の健康課題」 ク イ ズ

Q
1

月経に関する異常症状がある 場合でも

「 何も し ない」 人が最も 多い

月経に伴う 不調は、 働く 女性の一番の課題です。 月経前・ 中に「 何ら かの不調を感じ ている人」

は20 歳代で80 ％以上、 30 歳代で70 ％以上。 し かし 、 異常を感じ ていても 「 何も し ていない」 人

が多いのが現状です。

A YES

Q
2

妊産婦が請求し たら 、

残業は免除し ても ら える

労働基準法第6 6 条「 妊産婦が請求し た場合には、 事業主は時間外労働、 休日労働又は

深夜業をさ せるこ と はできません」

A YES

Q
3

不妊治療の通院日数は、

女性の場合月1 ～２ 回程度である

女性の場合は、 治療方法によっ ても 通院回数が変わり ます。 ちなみにW HO によると 不

妊の原因の約半数は男性にあると し ています。 男性の不妊治療が必要な場合も あり ます。

「 治療と 就業の両立支援」 のためにも 検討が必要な事項になっ ています。

A N O

Q
4

女性は、 がんの罹患率が増加する 年代が

男性より も 早い

60代以降で急激に増加する男性と 比べ、 女性は働きざかり の20代後半ごろから 乳がん、 子宮がん

が増加し ます。

A YES

Q
5

更年期障害は女性特有の健康課題であり 、

男性には症状があら われない

男性にも 男性ホルモンの減少による更年期障害の症状があるこ と がわかっ てき ています。 女性の

場合は女性ホルモンが4 0歳代後半く ら いから 急激に減少するこ と により 、 さ まざまな症状が一気

に現れます。

A N O

「 働く 女性の心と 体の応援サイ ト 」

　 (厚生労働省)
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『 健康で働き つづけら れる職場づ

く り  2 0 2 4 年改訂版』 は、 3 0 0 円

でオンラ イ ン書店から お求めいた

だけます。 是非ご活用く ださ い。
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